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桃
花
の
散
ら
ぬ
程
に
と
、
越
ヶ
谷
さ
し
て
、
兩
國
橋
よ
り
、
東
武
線
の
鐵
道
に

乘
る
。
こ
の
線
は
、
本
所
を
過
ぎ
、
龜
戸
よ
り
左
折
し
て
、
鐘
ヶ
淵
、
北
千
住
、

草
加
、
越
ヶ
谷
、
粕
壁
、
久
喜
、
鷲
の
宮
、
羽
生
を
經
て
、
利
根
川
に
接
す
る

川
俣
に
と
ゞ
ま
る
。
や
が
て
川
を
わ
た
り
、
館
林
を
經
て
、
足
利
に
達
す
る
筈

也
。
向
島
の
櫻
雲
を
、
ち
ら
と
汽
車
の
窓
よ
り
、
緑
樹
の
ひ
ま
〳
〵
に
眺
め
、

北
千
住
を
過
ぎ
て
は
、
東
北
郊
に
特
有
な
る
菜
の
花
を
眺
む
。
と
ぼ
し
油
の
需

要
減
ぜ
る
と
共
に
、
菜
花
の
美
觀
も
減
じ
ゆ
く
は
、
惜
む
べ
し
。
『
有
明
け
の

と
ぼ
す
油
は
菜
種
ゆ
ゑ
蝶
が
こ
が
れ
て
逢
ひ
に
來
る
』
、
『
む
か
し
思
へ
ば
深

い
中
、
死
ぬ
る
覺
悟
で
來
た
わ
い
な
』
な
ど
云
へ
る
、
可
憐
な
る
有
明
節
も
、

今
は
東
京
に
す
た
る
や
う
也
。
越
ヶ
谷
に
て
下
る
。

　
越
ヶ
谷
の
桃
と
て
、
人
の
見
に
ゆ
く
は
、
越
ヶ
谷
在
の
大
林
の
桃
林
也
。
そ

の
手
前
の
大
房
に
も
、
桃
林
あ
り
、
古
梅
園
と
て
梅
園
も
あ
り
。
越
ヶ
谷
の
本

宿
の
東
方
に
も
、
元
荒
川
の
左
岸
に
桃
林
あ
り
。
こ
な
た
に
麥
畑
あ
り
。
川
を

中
に
し
て
、
緑
紅
相
映
ず
。

　
停
車
場
を
出
で
て
、
十
數
町
、
奧
州
街
道
を
北
行
し
、
一
寸
、
左
折
す
れ
ば
、

大
林
の
桃
林
に
出
で
た
り
。
小
高
き
處
に
、
小
祠
あ
り
、
數
株
の
松
あ
り
、
茶

店
あ
り
。
桃
林
は
、
之
を
か
こ
み
て
、
二
三
町
四
方
に
ひ
ろ
が
る
。
人
よ
り
も

低
き
木
に
し
て
、
案
外
に
大
な
る
花
を
帶
ぶ
。
見
渡
す
限
り
紅
天
地
と
言
ひ
た

け
れ
ど
、
實
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
事
は
無
し
。
小
桃
林
の
長
く
つ
ゞ
く
こ
と
は
、

中
山
、
市
川
に
ゆ
づ
り
、
見
渡
し
の
晴
れ
や
か
な
る
は
、
こ
ゝ
が
勝
る
。
元
荒

川
は
近
け
れ
ど
も
、
桃
林
そ
れ
ま
で
は
及
ば
ず
。
遊
客
は
、
ほ
ん
の
ぽ
つ
〳
〵

あ
る
の
み
也
。
花
下
に
席
を
し
き
て
、
團
欒
し
て
酒
飮
む
は
、
近
邊
の
農
夫
に

や
。
濁
聲
あ
げ
て
う
た
ひ
は
や
す
。
中
に
、
一
人
起
ち
て
跳
れ
ば
、
手
や
、
袖

や
、
桃
の
枝
に
ふ
れ
て
、
紅
雪
は
ら
〳
〵
と
散
る
。

　
露
臺
に
腰
か
け
て
、
休
息
す
。
平
生
な
ら
ば
、
一
杯
と
い
ふ
處
な
れ
ど
、
鮨

を
食
ひ
、
茶
を
の
み
て
す
ま
す
。
樂
み
ま
た
其
間
に
在
り
。
十
數
年
來
の
胃
病
、

こ
の
春
に
至
り
て
、
殊
に
甚
し
。
酒
を
一
寸
口
に
す
れ
ば
、
嘔
吐
を
催
し
て
苦

し
く
、
煙
草
を
口
に
す
る
も
、
亦
嘔
吐
を
催
す
。
た
ゞ
、
歩
き
て
體
を
う
ご
か

せ
ば
、
體
も
精
神
も
、
少
し
は
苦
痛
を
免
る
ゝ
心
地
す
。
『
た
ゞ
見
れ
ば
何
の

苦
も
な
き
水
鳥
の
足
に
ひ
ま
な
き
我
が
思
ひ
哉
』
と
咏
じ
け
む
、
余
の
遊
行
す

る
は
、
病
人
の
病
院
に
入
る
也
。
も
と
よ
り
酒
の
味
は
、
口
に
解
せ
ず
、
た
ゞ
、

か
ら
だ
の
み
解
す
る
身
也
。
さ
れ
ど
毎
日
晩
酌
を
か
ゝ
ざ
る
に
慣
れ
て
、
一
二

合
ぐ
つ
と
飮
み
干
し
て
、
體
に
微
醉
を
求
む
る
と
は
、
わ
れ
な
が
ら
、
未
練
な

る
男
哉
。
酒
に
憂
へ
を
忘
る
ゝ
は
、
小
さ
き
料
簡
也
。
一
切
酒
を
口
に
せ
ず
と

は
、
こ
れ
も
小
さ
き
料
簡
也
。
飮
み
て
酒
の
趣
を
得
て
も
よ
け
れ
ど
、
進
み
て

は
、
飮
ま
ず
し
て
酒
の
趣
を
得
る
に
至
る
べ
し
。
斗
酒
も
辭
せ
ざ
る
は
男
子
の

意
氣
地
な
る
が
、
飮
ま
ざ
れ
ば
酒
の
趣
を
得
ず
と
は
、
ま
だ
悟
れ
ぬ
人
の
事
な

り
と
、
自
か
ら
悟
つ
た
つ
も
り
な
る
も
、
酒
に
嘔
吐
を
催
す
や
う
に
な
り
た
る

お
か
げ
と
、
思
ひ
切
つ
て
は
廣
言
も
出
來
ず
。
茶
店
の
棚
に
な
ら
べ
る
正
宗
の

瓶
を
な
が
め
て
、
腹
の
蟲
が
ま
だ
納
ま
り
兼
ぬ
る
や
う
也
。

　
歩
を
か
へ
し
、
李
花
の
間
を
過
ぎ
、
菜
畑
を
過
ぎ
、
麥
畑
を
過
ぎ
て
、
元
荒

川
と
街
道
と
を
隔
つ
る
堤
上
に
立
つ
。
大
房
の
桃
林
の
一
部
遙
に
見
ゆ
。
な
が

め
廣
や
か
也
。
桃
の
紅
、
李
の
白
、
菜
花
の
黄
、
麥
の
緑
、
之
に
、
一
帶
の
雲

が
日
に
映
じ
て
紫
と
な
れ
る
を
合
は
せ
て
、
滿
目
、
五
色
の
天
地
と
、
ふ
と
一

ぷ
く
吹
か
し
た
く
な
り
た
る
も
、
お
ぞ
や
、
ま
だ
悟
れ
ぬ
凡
夫
の
身
也
。

　
越
ヶ
谷
の
停
車
場
よ
り
馬
車
に
の
り
て
、
野
田
に
赴
か
む
と
す
る
に
、
馬
車

今
來
し
ば
か
り
に
て
、
ま
だ
時
間
が
あ
り
さ
う
也
。
久
伊
豆
神
社
を
訪
ひ
て
、

路
に
て
待
ち
あ
は
さ
む
と
て
、
急
ぐ
路
な
れ
ば
、
人
力
車
を
走
ら
す
。
十
餘
町

の
程
也
。
元
荒
川
の
左
岸
に
、
森
林
を
爲
す
。
鳥
居
よ
り
社
前
ま
で
可
成
り
長

3



し
。
祠
畔
、
小
池
に
の
ぞ
み
て
、
藤
の
老
木
あ
り
。
車
夫
に
向
ひ
て
、
粕
壁
に

も
、
藤
が
あ
る
さ
う
な
が
と
云
へ
ば
、
房
の
長
さ
は
、
ど
ち
ら
も
五
六
尺
に
及

ぶ
、
さ
れ
ど
、
こ
な
た
に
は
、
池
あ
る
が
勝
れ
り
と
い
ふ
。
こ
れ
か
ら
、
野
田

へ
桃
見
に
行
か
む
と
す
る
な
り
と
云
へ
ば
、
桃
は
越
ヶ
谷
が
第
一
也
、
野
田
は

つ
ま
り
ま
せ
ぬ
と
打
ち
消
す
。
我
が
住
む
里
の
自
慢
は
、
自
然
の
人
情
な
る
べ

し
。
車
夫
の
言
ふ
に
任
せ
て
、
野
田
街
道
の
橋
畔
の
菓
子
賣
る
家
に
休
息
し
て
、

馬
車
の
來
た
る
を
待
ち
合
は
す
。
人
家
に
近
き
處
な
れ
ど
、
一
羽
の
鷺
、
悠
然

と
し
て
淺
瀬
に
立
て
る
は
、
珍
ら
し
や
と
、
茶
を
の
み
つ
ゝ
、
見
入
る
程
も
な

く
、
が
た
〳
〵
と
音
し
て
、
馬
車
來
た
る
。
乘
ら
む
と
待
ち
か
ま
ふ
れ
ば
、
一

人
な
ら
乘
れ
る
が
、
二
人
な
ら
乘
れ
ぬ
と
い
ふ
。
や
れ
〳
〵
、
仕
方
な
し
。
二

里
半
の
程
な
り
、
歩
い
て
行
か
む
と
、
冷
金
子
を
う
な
が
し
た
て
て
、
歩
を
進

め
、
松
伏
、
金
杉
を
經
て
、
利
根
川
を
わ
た
れ
ば
、
日
暮
れ
た
り
。
路
の
兩
方

に
は
、
桃
林
あ
れ
ど
、
明
ら
か
な
ら
ず
。
野
田
の
町
に
入
り
て
や
ど
る
。

　
江
戸
川
の
左
岸
、
二
三
里
を
へ
だ
て
て
、
流
山
は
味
醂
酒
に
あ
ら
は
れ
、
野

田
は
醤
油
に
あ
ら
は
る
。
口
に
は
、
味
醂
酒
と
思
へ
ど
、
野
田
は
、
八
村
み
な

桃
な
る
一
大
美
觀
を
ひ
か
へ
た
る
處
也
。

　
あ
か
つ
き
、
野
田
の
宿
を
出
で
む
と
す
れ
ば
、
春
雨
蕭
々
た
り
。
學
生
の
頃
、

旅
行
す
る
に
着
慣
れ
た
る
も
の
也
、
傘
よ
り
は
と
て
、
菅
笠
と
ご
ざ
と
を
買
ひ

て
、
雨
を
凌
ぐ
。
冷
金
子
は
、
蝙
蝠
傘
を
も
て
り
。

　
町
の
北
端
に
、
愛
宕
祠
あ
り
。
富
家
の
多
き
町
の
鎭
守
と
て
、
凝
つ
た
構
造

也
。
境
内
を
愛
趣
園
と
稱
す
。
噴
泉
を
瀧
に
た
ら
し
て
、
小
池
あ
り
、
藤
棚
あ

り
、
種
々
の
老
木
あ
り
。
野
田
の
町
に
相
應
し
た
る
だ
け
の
公
園
也
。
祠
後
に
、

勝
軍
地
藏
あ
り
。
近
き
堤
臺
に
は
、
子
育
地
藏
あ
り
て
、
そ
の
名
の
如
く
、
子

育
の
御
利
益
あ
り
し
が
、
い
つ
し
か
、
徴
兵
除
け
と
い
ふ
不
屆
千
萬
な
る
御
利

益
加
は
り
て
、
可
成
り
繁
昌
せ
し
由
也
。
さ
れ
ど
、
い
よ
い
よ
日
露
戰
爭
は
じ

ま
り
て
は
、
徴
兵
除
け
で
は
間
に
合
は
ず
。
こ
ゝ
な
地
藏
尊
は
、
鐵
砲
除
け
の

御
利
益
あ
り
と
の
事
に
て
、
祈
願
者
多
く
、
い
よ
〳
〵
御
利
益
あ
ら
は
れ
、
愚

俗
が
隨
喜
渇
仰
の
涙
し
た
ゝ
り
て
、
幾
萬
圓
の
寄
附
金
と
な
り
、
や
が
て
、
改

築
せ
ら
れ
て
、
裏
店
ず
ま
ひ
の
地
藏
尊
、
一
躍
し
て
大
廈
高
樓
に
移
り
替
へ
し

給
ふ
べ
き
由
は
、
金
額
と
寄
附
者
の
名
と
を
記
せ
る
張
札
の
夥
し
き
に
て
も
知

ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど
、
知
ら
ず
、
戰
爭
す
み
て
も
、
な
ほ
繁
昌
す
る
や
、
否
や
。

數
町
ゆ
き
て
左
折
し
、
桃
林
の
中
を
ゆ
け
ば
、
櫻
の
竝
木
の
奧
に
、
金
乘
院
あ

り
。
仁
王
尊
滿
身
に
紙
丸
を
う
け
、
左
の
は
、
う
ん
と
、
力
み
な
が
ら
、
あ
は

や
倒
れ
む
と
す
。
寺
へ
入
ら
ず
、
山
門
に
つ
き
あ
た
り
て
、
左
す
れ
ば
、
集
樂

園
に
達
す
。
こ
れ
實
に
關
東
第
一
流
の
公
園
也
。

　
浮
世
は
金
也
。
野
田
の
一
醤
油
製
造
屋
の
隱
者
の
發
起
に
て
、
近
年
開
か
れ

た
る
處
、
座
生
沼
に
臨
め
る
高
臺
の
竹
藪
變
じ
て
、
庭
園
と
な
り
、
櫻
あ
り
、

松
あ
り
、
所
謂
八
村
の
桃
を
見
渡
す
と
い
ふ
圓
錐
丘
も
沼
畔
に
聳
ゆ
。
座
生
沼

は
、
長
さ
一
里
、
幅
は
五
六
町
な
れ
ど
も
、
規
則
正
し
き
長
方
形
な
ら
ず
し
て
、

出
入
あ
れ
ば
、
眺
望
は
可
成
り
に
ひ
ろ
し
。
四
周
の
岸
高
く
し
て
、
『
山
の
湖
』

の
趣
を
有
す
。
崖
を
下
れ
ば
、
遊
覽
の
舟
あ
り
、
以
て
沼
に
浮
ぶ
べ
し
。
鳰
く
ゝ

と
鋭
く
鳴
き
て
、
諸
處
に
浮
き
て
は
沈
む
、
俗
に
む
ぐ
ツ
て
う
と
い
ふ
鳥
也
。

こ
の
鳥
、
都
に
近
き
處
に
て
は
、
井
の
頭
池
、
三
寶
寺
池
な
ど
に
も
棲
め
り
。

園
は
、
ひ
ろ
か
ら
ね
ど
、
瀟
洒
也
。
休
憩
宿
泊
に
供
す
る
亭
も
あ
り
。
『
山
の

湖
』
の
趣
あ
る
沼
と
、
眺
望
の
佳
と
を
、
こ
ゝ
の
特
色
と
す
。
余
は
、
水
戸
の

常
磐
公
園
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
園
の
自
然
の
趣
あ
る
を
取
ら
む
と
す
。

沼
ば
か
り
殘
し
て
八
村
桃
の
花

　
桃
の
八
村
と
は
、
清
水
、
堤
臺
、
中
野
臺
、
吉
春
、
谷
津
、
五
木
、
岩
名
、

築
比
地
、
是
れ
也
。
築
比
地
は
、
少
し
離
れ
て
利
根
川
の
右
岸
に
在
り
。
他
の

七
村
は
、
沼
を
め
ぐ
る
崖
下
に
在
り
。
渡
舟
を
招
き
て
、
岩
名
村
に
わ
た
る
。
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中
流
微
雨
の
中
に
顧
望
す
、
幽
に
し
て
靜
な
る
哉
。
八
村
の
中
、
岩
名
は
土
地

高
燥
、
江
戸
川
と
座
生
沼
と
に
挾
ま
れ
て
、
茅
屋
ぽ
つ
〳
〵
あ
る
の
み
に
て
、

幾
ん
ど
行
人
な
き
塵
外
の
別
天
地
、
伸
ば
さ
ば
一
方
里
も
あ
る
べ
き
處
、
見
る

限
り
、
行
く
限
り
、
す
べ
て
桃
花
に
埋
め
ら
る
。
實
に
天
下
の
壯
觀
也
。
越
ヶ

谷
や
、
中
山
や
、
市
川
や
、
こ
ゝ
を
見
れ
ば
何
で
も
無
し
。
斷
言
す
、
野
田
の

桃
を
見
ず
ん
ば
、
未
だ
桃
花
の
觀
を
談
ず
べ
か
ら
ざ
る
也
。

　
堤
上
に
出
づ
れ
ば
、
江
戸
川
、
溶
々
と
し
て
流
る
。
對
岸
一
面
の
桃
花
は
、

八
村
の
中
の
築
比
地
也
。
白
帆
、
そ
の
間
を
往
來
し
て
、
一
種
の
趣
を
添
ふ
。

堤
つ
き
て
、
人
家
の
間
に
入
り
、
新

宿







の
渡
を
わ
た
る
。
東
京
の
新
宿
は
、

し
ん
じ
ゆ
く
と
濁
れ
ど
、
こ
ゝ
は
、
し
ん
し
ゆ
く
と
澄
み
て
訓
む
。
西
金
野
井

村
に
至
る
。
森
を
ひ
か
へ
、
川
に
接
し
て
、
香
取
祠
あ
り
。
土
人
、
か
ん
ど
り

と
訓
む
。
入
口
の
前
に
、
大
な
る
欅
あ
り
。
ま
は
り
、
六
抱
へ
に
餘
り
て
、
且

つ
高
く
、
堂
々
た
る
者
也
。
神
額
は
蒼
海
伯
の
書
、
石
碑
に
本
居
豐
頴
氏
が
神

司
の
功
勞
を
の
べ
た
る
文
を
き
ざ
め
り
。

　
川
俣
東
京
間
を
往
復
す
る
汽
船
、
こ
ゝ
に
も
立
寄
る
。
乘
り
て
、
江
戸
川
を

下
る
。
微
雨
に
、
所
謂
午
後
の
風
さ
へ
加
は
れ
る
に
、
沼
を
な
が
め
る
こ
と
も

出
來
ず
、
込
み
あ
へ
る
乘
客
の
中
に
、
ち
よ
こ
な
ん
と
坐
る
。
煙
草
も
の
め
ぬ

身
也
。
地
圖
を
ひ
ろ
げ
、
厭
き
て
は
、
人
の
話
し
あ
ふ
に
、
耳
か
た
む
け
て
慰

む
。
野
田
を
過
ぎ
、
新
堀
割
の
口
に
て
、
船
暫
ら
く
と
ゞ
ま
る
。
江
戸
川
は
、

關
宿
よ
り
利
根
の
本
流
と
わ
か
れ
、
寳
珠
花
、
野
田
、
流
山
、
市
川
、
行
徳
を

經
て
、
海
に
入
る
、
小
利
根
と
も
稱
す
。
銚
子
へ
ゆ
く
に
、
關
宿
ま
で
行
け
ば
、

非
常
な
迂
路
な
れ
ど
、
こ
ゝ
よ
り
野
木
崎
ま
で
に
、
新
掘
割
出
來
て
、
十
七
八

里
の
水
路
が
、
僅
々
二
里
か
そ
こ
ら
に
て
す
む
や
う
に
な
れ
り
。
流
山
を
經
て
、

松
戸
に
上
陸
す
。
江
戸
川
の
左
岸
に
接
し
て
、
奧
州
濱
街
道
に
當
れ
る
處
也
。

一
宿
す
。

　
あ
く
れ
ば
、
ま
た
も
雨
也
。
花
や
散
ら
む
と
て
、
成
田
へ
と
思
ふ
心
を
ひ
る

が
へ
し
て
、
松
戸
よ
り
北
千
住
ま
で
、
汽
車
に
由
り
て
、
や
が
て
、
熊
ヶ
谷
土

手
に
出
づ
。
隅
田
川
の
左
岸
、
枕
橋
よ
り
鐘
ヶ
淵
ま
で
、
凡
そ
一
里
の
路
、
堤

の
兩
側
、
み
な
櫻
、
こ
れ
向
島
也
。
綾
瀬
川
を
入
れ
て
よ
り
上
は
、
荒
川
に
て
、

川
の
名
は
變
れ
ど
、
堤
も
つ
ゞ
き
、
櫻
も
つ
ゞ
け
り
。
こ
の
堤
は
、
大
宮
と
川

越
と
の
間
ま
で
續
く
。
熊
ヶ
谷
土
手
と
も
云
へ
ば
、
荒
川
土
手
と
も
云
ふ
。
千

住
あ
た
り
は
、
三
軒
茶
屋
堤
の
稱
も
あ
り
。
櫻
は
、
土
手
全
體
に
は
つ
ゞ
か
ず
。

川
口
の
手
前
の
東
京
府
が
盡
く
る
處
ま
で
つ
ゞ
く
。
向
島
を
あ
は
す
れ
ば
、
四

五
里
も
あ
る
べ
く
、
啻
に
東
京
第
一
の
櫻
の
長
堤
た
る
の
み
な
ら
ず
、
天
下
に

も
幾
ん
ど
、
そ
の
比
な
か
る
べ
し
。

　
さ
ら
で
だ
に
、
遊
客
は
、
向
島
に
遊
ぶ
も
、
木
母
寺
に
と
ゞ
ま
り
て
、
こ
ゝ

ま
で
及
ぶ
者
は
多
か
ら
ざ
る
に
、
雨
ふ
り
た
れ
ば
、
遊
客
は
一
人
も
無
し
。
花

片
む
な
し
く
散
り
て
、
地
に
委
し
、
里
の
わ
ら
べ
の
傘
に
か
さ
な
り
、
車
ひ
き

ゆ
く
農
夫
の
蓑
に
點
す
。

　
前
を
見
る
も
花
の
白
雲
、
後
ろ
を
顧
み
る
も
花
の
白
雲
、
ゆ
け
ど
〳
〵
、
花

の
ト
ン
ネ
ル
、
果
て
も
無
し
。
處
々
に
あ
る
葦
簾
張
り
の
茶
店
も
と
ぢ
た
り
。

物
賣
る
家
は
あ
れ
ど
、
料
理
屋
め
き
た
る
處
は
無
し
。
『
酒
な
く
て
何
の
己
れ

が
櫻
か
な
』
の
連
中
は
、
あ
き
た
ら
ず
思
ふ
處
な
る
べ
し
。
向
島
の
土
手
は
、

ま
だ
川
に
近
し
。
こ
ゝ
は
、
向
島
よ
り
も
、
遠
く
川
を
離
れ
た
る
も
、
一
の
缺

點
也
。

　
雨
に
微
寒
を
覺
ゆ
る
日
也
。
一
重
櫻
は
、
盛
り
を
過
ぎ
た
り
。
八
重
櫻
は
、

少
し
早
し
。
こ
ゝ
な
名
物
の
欝
金
櫻
は
、
未
だ
開
か
ず
。
榜
し
て
右
近
櫻
と
書

け
る
は
、
誤
り
也
。
一
里
半
ば
か
り
ぶ
ら
〳
〵
あ
る
き
て
、
豐
島
の
渡
に
來
た

る
。
な
ほ
、
櫻
は
一
里
も
つ
ゞ
け
ど
、
さ
ま
で
は
と
て
、
渡
を
わ
た
り
て
、
泥

濘
の
中
を
衝
い
て
飛
鳥
山
に
の
ぼ
れ
ば
、
前
日
來
り
し
時
に
、
遊
客
の
浮
か
れ
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し
處
、
忽
ち
雨
に
蕭
條
た
り
。
枝
上
の
花
、
既
に
少
な
く
し
て
、
滿
地
に
白
雪

を
布
く
。
花
も
一
時
と
、
悟
り
顏
し
て
、
去
つ
て
、
板
橋
よ
り
新
宿
ま
で
、
汽

車
に
由
る
。
家
は
近
け
れ
ど
、
濡
れ
つ
い
で
に
、
小
金
井
ま
で
、
濡
れ
に
ゆ
か

む
。
む
か
し
、
禹
が
、
家
門
を
過
ぐ
れ
ど
も
入
ら
ざ
り
し
は
、
國
事
の
爲
め
也
。

風
流
の
爲
に
、
家
門
を
過
ぐ
れ
ど
も
入
ら
ざ
る
に
至
り
て
は
、
風
流
も
魔
道
に

陷
れ
る
乎
。
さ
れ
ど
、
知
ら
ず
、
花
神
は
如
何
に
思
ふ
や
、
否
や
。

　
こ
の
日
よ
り
、
小
金
井
花
見
の
割
引
切
符
を
賣
る
由
、
張
出
し
て
あ
り
け
れ

ば
、
買
は
む
と
す
る
に
、
雨
の
爲
に
、
延
ば
し
た
り
と
い
ふ
。
小
金
井
に
遊
ば

む
に
は
、
甲
州
線
に
由
り
て
、
境
に
下
り
、
小
金
井
に
出
で
、
玉
川
上
水
を
溯

り
、
歸
り
に
は
、
國
分
寺
よ
り
汽
車
に
乘
る
が
普
通
な
る
が
、
之
を
あ
べ
こ
べ

に
し
て
も
よ
し
。
國
分
寺
に
て
下
る
。

　
國
分
寺
よ
り
小
金
井
の
櫻
ま
で
は
、
半
里
の
程
也
。
幾
度
も
通
り
た
る
路
な

れ
ど
、
ふ
と
曲
り
路
を
、
曲
り
そ
こ
な
ひ
て
、
何
だ
か
へ
ん
だ
と
、
小
首
か
た

む
け
て
立
て
ば
、
一
老
人
ひ
よ
こ
〳
〵
來
た
る
。
こ
れ
は
、
小
川
村
へ
ゆ
く
路

也
。
小
金
井
の
路
は
、
ず
つ
と
、
あ
と
に
あ
り
。
さ
れ
ど
、
こ
の
邊
の
小
路
へ

曲
る
も
、
花
の
處
へ
は
出
づ
べ
し
と
い
ふ
。
そ
の
言
に
從
ひ
て
ゆ
け
ば
、
間
も

な
く
、
玉
川
上
水
に
出
で
た
り
。

　
小
金
井
の
花
の
區
域
は
、
凡
そ
二
里
に
わ
た
る
。
向
島
よ
り
は
長
く
、
熊
ヶ

谷
土
手
よ
り
は
短
け
れ
ど
、
一
道
の
清
流
を
は
さ
ん
で
、
櫻
は
、
山
櫻
の
巨
木

也
。
上
水
の
幅
は
狹
け
れ
ど
、
碧
水
の
上
に
、
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
る
が
、

こ
ゝ
の
特
色
也
。
山
櫻
の
美
は
府
下
こ
の
處
に
の
み
見
る
べ
し
。
小
金
井
の
花

を
見
ざ
る
も
の
は
、
未
だ
櫻
を
談
ず
べ
か
ら
ず
。
斷
じ
て
こ
れ
、
東
京
第
一
の

櫻
の
名
所
也
。
橋
い
く
つ
も
あ
り
。
小
金
井
橋
の
あ
る
處
が
、
中
心
也
。
そ
こ

に
、
料
理
屋
ら
し
き
も
の
あ
り
。
晴
れ
し
日
に
は
、
木
の
隙
間
よ
り
、
武
藏
野

を
へ
だ
て
て
、
富
士
山
も
見
ゆ
。
三
四
分
の
開
花
に
て
、
殊
に
雨
ふ
り
た
れ
ば
、

遊
人
な
し
。
路
は
惡
る
し
、
風
寒
し
。
一
杯
と
腹
の
蟲
が
動
き
出
し
た
れ
ど
、

嘔
吐
を
催
す
に
は
、
か
へ
ら
れ
ず
。
唯
〻
何
と
な
く
寂
し
。
冷
金
子
が
、
一
ぷ

く
、
い
か
に
と
出
す
朝
日
を
口
に
す
れ
ば
、
早
や
げ
つ
と
吐
出
さ
む
と
す
る
も
、

苦
し
や
。
こ
の
苦
し
み
は
、
徒
歩
に
よ
り
て
慰
め
ら
る
。
多
謝
す
、
自
然
の
美

は
、
我
を
促
し
て
、
徒
歩
せ
し
む
る
也
。

　
日
も
暮
れ
か
ゝ
れ
り
。
雨
に
一
里
半
も
櫻
の
下
を
歩
き
つ
く
し
て
、
境
よ
り

汽
車
に
身
を
投
ず
。
三
日
の
間
、
初
め
の
一
日
は
、
越
ヶ
谷
の
桃
、
次
の
日
は

野
田
の
桃
、
三
日
目
は
、
東
京
の
櫻
の
二
大
長
堤
な
る
熊
ヶ
谷
土
手
と
小
金
井

と
の
櫻
を
見
て
、
財
布
の
空
に
な
る
と
共
に
、
一
先
づ
家
に
歸
り
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
九
年
）
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